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去
る
七
月
四
日
、
五
日
両
日
に

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
奉
迎
に

際
し
、
岩
手
県
神
道
青
年
会
に
お

け
る
国
旗
小
旗
の
頒
布
活
動
を

行
っ
た
。 

四
日
の
御
奉
迎
に
際
し
て
は
、

新
花
巻
駅
前
、
花
巻
市
東
和
総
合

支
所
前
で
合
計
六
〇
〇
本
の
小

旗
を
頒
布
。

田
会
長
以
下
十
名

の
会
員
並
び
に
神
職
、
総
代
の
皆

様
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事

御
奉
迎
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が

で
き
た
。 

五
日
は
、
陸
前
高
田
市
役
所
前
、

一
関
駅
前
で
合
計
七
三
〇
本
の

小
旗
を
頒
布
。

田
会
長
以
下
八

名
の
会
員
並
び
に
神
職
、
総
代
の

皆
様
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
無

事
御
奉
迎
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と

が
で
き
た
。 

ま
た
、
十
一
月
一
日
、
二
日
両

日
に
は
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
の

御
奉
迎
に
際
し
、
国
旗
小
旗
の
頒

布
活
動
を
行
っ
た
。
一
日
の
御
奉

迎
に
際
し
て
は
、
盛
岡
駅
、
盛
岡

市
役
所
を
中
心
に
約
二
〇
〇
〇

本
の
小
旗
を
頒
布
。

田
会
長
以

下
十
二
名
の
会
員
並
び
に
神
社

庁
盛
岡
市
支
部
神
職
、
総
代
の
皆

様
と
と
も
に
、
無
事
御
奉
迎
す
る

こ
と
が
で
き
た
。 

二
日
に
は
遠
野
市
、
釜
石
市
に

て
小
旗
の
頒
布
。
こ
ち
ら
で
も
皆

様
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
約
一

七
〇
〇
本
を
頒
布
。
又
盛
岡
駅
で

の
御
奉
送
に
際
し
て
は
、
四
〇
〇

本
頒
布
し
、
無
事
御
奉
送
さ
せ
て

頂
い
た
。 

こ
の
度
の
、
天
皇
皇
后
両
陛
下

並
び
に
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
の

御
奉
迎
、
御
奉
送
活
動
に
際
し
て
、

岩
手
県
神
社
庁
様
の
御
協
力
の

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
岩
手
県
神

道
青
年
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
会

員
総
勢
四
十
名
に
て
国
旗
小
旗

約
五
四
〇
〇
本
の
頒
布
活
動
を

行
う
事
が
出
来
ま
し
た
事
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

巌

神

青 

 

 

御奉迎及び御奉送 

天皇皇后両陛下並びに皇太子同妃両殿下 
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去
る
十
月
二
十
三
日
、
釜
石
市
、

大
槌
町
、
山
田
町
の
被
災
仮
設
住

宅
に
お
い
て
全
国
神
青
協
の
復

興
活
動
が
行
わ
れ
た
。
震
災
か
ら

二
年
半
。
復
興
の
道
程
は
未
だ
進

ま
ず
、
仮
設
住
宅
に
お
い
て
も
そ

の
使
用
期
限
が
延
長
さ
れ
る
等
、

地
域
の
再
生
に
は
更
な
る
時
間

が
必
要
と
さ
れ
る
事
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
心
の
復
興
に

は
宗
教
的
な
情
操
も
必
要
で
あ

る
が
、
新
興
宗
教
等
の
問
題
も
あ

り
、
私
達
も
手
を
差
し
伸
べ
づ
ら

く
、
仮
設
住
宅
に
住
む
人
々
は
心

の
拠
り
所
を
失
い
つ
つ
あ
る
の

が
現
状
で
あ
る
。 

そ
の
中
で
、
以
前
当
会
に
お
い

て
釜
石
市
鵜
住
居
地
区
に
お
い

て
行
っ
た
大
麻
頒
布
啓
発
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
活
動
が
、
仮
設
住
宅
に

住
む
方
々
か
ら
非
常
に
喜
ば
れ 

   て
お
り
、
今
回
、
全
国
神
青
協
に

依
頼
を
し
、
更
に
範
囲
を
広
げ
、

上
閉
伊
支
部
、
宮
古
市
下
閉
伊
郡

支
部
様
の
御
協
力
を
得
て
、
三
地

区
に
分
か
れ
約
三
五
〇
〇
戸
の

仮
設
住
宅
に
啓
発
チ
ラ
シ
を
頒

布
出
来
る
事
と
な
っ
た
。 

当
日
は
十
月
末
の
寒
さ
厳
し

い
中
、
全
国
神
青
協
南
坊
城
会
長

を
始
め
、
役
員
、
会
員
総
勢
四
〇

名
が
活
動
に
当
た
り
、
無
事
全
て

の
仮
設
住
宅
に
頒
布
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
活
動
に
当
た
っ
て
、

氏
神
神
社
宮
司
様
と
地
域
の

方
々
の
繋
が
り
の
強
さ
に
誰
し

も
が
感
銘
を
受
け
、
お
住
ま
い
の

方
々
に
も
温
か
く
お
迎
え
頂
き
、

こ
の
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
継
続

的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
実
感
し
て
い
た
。
ま
た
、
直
接

震
災
当
時
の
お
話
も
聞
く
事
も 

   で
き
、
当
時
と
現
在
の
思
い
を
改

め
て
伺
う
貴
重
な
機
会
と
な
っ

た
。 今

回
の
活
動
は
神
社
と
氏
子

地
域
の
絆
を
更
に
強
く
結
ぶ
活

動
で
も
あ
る
。
心
の
拠
り
所
と
し

て
の
神
社
が
忘
れ
ら
れ
る
事
な

く
、
い
つ
も
地
域
に
寄
り
添
い
歩

ん
で
い
る
事
を
周
知
し
、
そ
し
て

一
日
も
早
く
氏
神
神
社
を
中
心

に
被
災
地
域
が
賑
わ
い
と
活
気

を
取
り
戻
す
よ
う
祈
り
な
が
ら
、

今
後
も
青
年
会
一
丸
と
な
っ
て

変
わ
ら
ぬ
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
。 

      

                        

全
国
神
道
青
年
協
議
会 

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動  

 

各社参拝の後、活動を開始 
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去
る
十
月
十
七
日
、
山
形
県
東

田
川
郡
庄
内
町
の
カ
ー
ト
ソ
レ

イ
ユ
最
上
川
を
会
場
に
、
今
年
度

の
東
北
六
県
神
道
青
年
協
議
会

の
親
睦
事
業
で
あ
る
カ
ー
ト
レ

ー
ス
が
行
わ
れ
た
。 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
東

北
六
県
か
ら
四
十
四
名
の
青
年

神
職
が
集
結
し
カ
ー
ト
レ
ー
ス

が
行
わ
れ
た
。
当
県
か
ら
も
、
勝

田
副
会
長
以
下
会
員
五
名
が
参

加
し
た
。 

開
会
式
で
は
、
鬼
海
六
県
会
長
、

日
下
全
国
副
会
長
、
豊
嶋
山
形
県

会
長
の
挨
拶
の
あ
と
各
単
位
会

の
会
長
、
ま
た
は
代
表
者
が
選
手

宣
誓
を
行
っ
た
。 

開
会
式
終
了
後
、
レ
ー
ス
の
説

明
を
受
け
練
習
走
行
の
後
、
本
番

が
行
わ
れ
た
。
人
数
の
足
り
な
い

当
県
は
、
山
形
県
か
ら
鎌
倉
六 

 

 

 
 

県
事
務
局
長
の
手
伝
い
を
い
た

だ
い
た
。 

コ
ー
ス
は
全
長
約
一
キ
ロ
の

本
格
的
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、

本
番
で
は
コ
ー
ナ
ー
で
の
競
り

合
い
が
あ
る
な
ど
、
白
熱
し
た
レ

ー
ス
に
な
っ
た
が
、
三
位
と
僅
差

で
当
県
は
四
位
と
な
っ
た
。 

閉
会
式
で
は
、
一
位
の
山
形
県
、

二
位
の
青
森
県
、
三
位
の
宮
城
県

の
代
表
者
が
表
彰
台
に
立
ち
、
参

加
者
全
員
で
シ
ャ
ン
パ
ン
フ
ァ

イ
ト
な
ら
ぬ
炭
酸
水
フ
ァ
イ
ト

で
勝
利
を
祝
い
、
交
流
を
深
め
た
。 

      

 

   

去
る
十
月
二
十
六
日
盛
岡
少

年
刑
務
所
に
於
い
て
、
伊
藤
副
会

長
以
下
会
員
四
名
が
、
収
穫
感
謝

祭
を
奉
仕
し
た
。
ま
た
、
十
一
月

二
十
日
に
は
、
盛
岡
少
年
院
に
於

い
て
、
伊
藤
副
会
長
以
下
六
名
が
、

収
穫
感
謝
祭
を
奉
仕
し
た
。 

両
日
共
に
、
一
條
善
人
教
誨
師

様
に
ご
出
席
を
頂
き
、
教
誨
師
講

話
の
後
に
祭
儀
が
執
行
さ
れ
、
受

刑
者
及
び
職
員
約
四
十
名
が
参

列
し
た
。 

祭
儀
に
あ
た
り
、
受
刑
者
に
よ

っ
て
収
穫
・
奉
献
さ
れ
た
野
菜
が

三
方
二
台
に
盛
り
付
け
ら
れ
、
献

饌
の
際
、
受
刑
者
代
表
二
名
と
祭

員
に
よ
る
伝
供
に
て
神
前
に
供

え
ら
れ
た
。 

限
ら
れ
た
環
境
の
中
、
早
期
の

社
会
復
帰
を
目
指
し
真
摯
な
態

度
で
日
々
過
ご
し
て
い
る
少
年 

   

達
の
姿
に
心
打
た
れ
、
自
身
も
一

人
の
社
会
人
と
し
て
身
を
引
き

締
め
て
勤
め
を
果
た
し
て
い
き

た
い
。
と
い
っ
た
感
想
も
寄
せ
ら

れ
、
貴
重
な
機
会
に
各
自
に
も
収

穫
の
あ
っ
た
一
日
と
な
っ
た
よ

う
で
あ
る
。 

本
年
は
両
日
共
に
肌
寒
い
天

候
の
中
で
の
奉
仕
と
な
っ
た
が
、

多
忙
の
中
奉
仕
頂
い
た
会
員
各

位
の
協
力
に
よ
り
無
事
祭
儀
を

終
え
ら
れ
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
。 

        

東
北
六
県
神
道
青
年
協
議
会 

親
睦
事
業 

盛
岡
少
年
刑
務
所
・
盛
岡
少
年
院 

収
穫
感
謝
祭
奉
仕
活
動 
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去
る
十
一
月
一
日
、
二
日
両
日
、

当
会

田
会
長
が
神
社
庁
か
ら

の
推
薦
の
下
、
神
宮
（
内
宮
）
で

斎
行
さ
れ
た
遷
宮
祭
に
臨
時
出

仕
と
し
て
奉
仕
し
た
。 

一
日
に
は
御
装
束
神
宝
を
は

じ
め
、
祭
主
以
下
遷
御
の
儀
奉
仕

員
を
祓
い
清
め
る
川
原
大
祓
に

唐
櫃
所
役
と
し
て
奉
仕
し
、
二
日

に
は
い
よ
い
よ
遷
宮
祭
が
斎
行

さ
れ
た
。
遷
宮
祭
で
は
、
正
宮
内

玉
垣
南
御
門
の
庭
燎
奉
仕
を
任

ぜ
ら
れ 

た
。
祭 

儀
は
浄 

暗
の
中
、 

厳
か
に 

粛
々
と 

斎
行
さ 

れ
た
。 

 

     

   

去
る
十
月
二
十
日
、
本
会
菅
原

政
憲
副
会
長
、
菅
原
史
穂
子
地
区

委
員
の
結
婚
披
露
宴
が
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー

ウ
イ
ン
グ
で
盛
大
に
行
わ
れ
そ

の
後
、
青
年
会
が
主
体
と
な
り
盛

岡
市
内
サ
ン
ダ
ン
ス
に
て
二
次

会
が
行
わ
れ
た
。 

田
会
長
の
乾
杯
の
発
声
の

後
、
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て

い
る
中
、
新
郎
新
婦
が
入
場
し
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
下
、
お
祝
い

の
ケ
ー
キ
や
花
束
の
贈
呈
、
ビ
ン

ゴ
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。 

お
二
人
の
門
出
を
心
か
ら
祝

福
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

  

去
る
十
一
月
二
十
七
日
、
恒
例

と
な
っ
て
い
る
忘
年
会
が
盛
岡

市
繋
、
ホ
テ
ル
紫
苑
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。 

本
年
は
藤
原
庁
長
、
坂
本
副
庁

長
を
お
迎
え
し
、
会
員
二
十
六
名

参
加
の
も
と
、
宴
は
一
次
会
、
二

次
会
、
三
次
会
と
日
が
変
わ
る
ま

で
続
き
、
一
層
の
懇
親
を
深
め
る

機
会
と
な
っ
た
。 

 

          

●
編
集
後
記 

 

会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
春

の
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。
旧

年
中
は
色
々
と
ご
厚
誼
を
頂
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

昨
年
は
青
年
会
員
の
御
結
婚

が
多
か
っ
た
一
年
で
し
た
。
ま
た
、

会
員
の
多
く
が
そ
の
幸
せ
な
時

間
を
共
有
で
き
た
一
年
だ
っ
た

様
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

 

本
年
も
皆
様
の
益
々
の
ご
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

最
後
に
、
広
報
委
員
会
へ
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
引
き
続
き
会

報
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

  

発 
行 
岩
手
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道
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六
五
二
‐
五
二
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遷
宮
祭
臨
時
出
仕
奉
仕 

菅
原
政
憲
副
会
長 

菅
原
史
穂
子
地
区
委
員  

祝
御
結
婚 

恒
例
の
忘
年
会
開
催 

祝 

ご
結
婚 

大
手 

利
恵
子 

会
員 

賢 

一 

夫
君 


